
 

 

 

 

概念・定義  
 

 左冠尖から左冠動脈が、右冠尖から右冠動脈が出るのが正常であるが、

それ以外の形態を全て冠動脈起始異常という。冠動脈が肺動脈から起始

する異常は別項で扱う。単一冠動脈、左冠動脈洞（左冠尖）からの右冠

動脈起始、右冠動脈洞（右冠尖）からの左冠動脈起始がある。起始異常

の冠動脈が大動脈と主肺動脈との間を走行することで、心筋虚血、心筋

梗塞を起こすことがある。  

 

症状  
 

 冠動脈の肺動脈起始以外に、単一冠動脈、左冠動脈洞（左冠尖）から

の右冠動脈起始、右冠動脈洞（右冠尖）からの左冠動脈起始がある。特

に、後者の２つでは起始異常の冠動脈が大動脈と主肺動脈との間を走行

することで、心筋虚血、心筋梗塞を起こすことがある。特に、右冠動脈

洞（右冠尖）からの左冠動脈起始では運動時の突然死の危険がある。  

告示 
番号 12 慢性心疾患  

疾病名 10 及び 11に掲げるもののほか、冠動脈起始異常  

 

28 及び 29 に掲げるもののほか、冠動脈起始異
常  
 

そのた、かんどうみゃくきしいじょう 
 

 

 

 

治療  
 

 冠動脈の手術を行うことがある。  
 
抜粋元：http://www.shouman.jp/details/4_24_30.html 

 


